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１．新鉄道認証室長就任のお知らせ 
令和元年 7 月 9 日付けで江國 実の後任として山﨑 輝（前鉄道建設・運輸施設整備支援

機構 鉄道助成部長）が鉄道認証室長に就任しました。  
 

＊＊新室長 挨拶＊＊ 
 日頃より、 NRCC にご支援、ご協力をいただきありがとうございます。 
 このたび、鉄道認証室長を拝命しました山﨑でございます。当 NRCC の活動が我が国鉄

道技術の国際的な展開に寄与するものとなるよう尽力してまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願い申し上げます。 
 NRCC では、平成 28 年 4 月以降、独立行政法人自動車技術総合機構の交通安全環境研究

所として、引き続き、鉄道製品の認証業務を行っている中で、平成 30 年 5 月には IEC 62278
（RAMS の仕様と実証）の認定を取得したところでございます。これにより、設計、製造過

程の評価を含めた複雑かつ重要な規格とされる RAMS について認定が可能となりました。 
 今後とも認証業務の品質の向上を図り、継続的な改善に努めてまいりますので、一層のご

指導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  
鉄道認証室 山﨑 輝 

 
 
２．活動報告（平成 30 年度業務実績報告書から） 
 認証審査に係る受託契約について、平成 30 年度は認証機関として認証書を合計 3 件

（規格数としてはのべ 5 件）発行しました。 
 さらに、鉄道関連メーカーへのニーズ調査を踏まえ、認定取得のための取組みを進めた

結果、認定機関により平成 30 年 5 月に IEC 62278（RAMS の仕様と実証）の認定を新たに

取得しました。なお、平成 29 年度までに認定取得済みである IEC 62425（信号用の安全関

連電子システム）、IEC 62279 （鉄道の制御、保護システム用ソフトウェア）、IEC 62280
（トランスミッションシステムにおける安全性に関する通信）と IEC 62278（RAMS の仕

様と実証）の 4 規格について、認定機関による定期的な検査が実施され、認定を維持しま

した。 
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